
『ならはスポーツクラブ』からのお知らせ『ならはスポーツクラブ』からのお知らせ『ならはスポーツクラブ』からのお知らせ

■申込・お問い合わせ：
　ならはスポーツクラブ事務局
　☎ 0246－23－7900（月～金　９時～５時）
　E-mail：sports-n@town.naraha.lg.jp

【楢葉町関係連絡先一覧】
楢葉町災害対策本部

＜いわき出張所(いわき明星大学 学生会館内)＞ 
〒970-8044 福島県いわき市中央台飯野３丁目3-1
☎ 0246－46－2551
　 0120－562－171（フリーダイヤル）
FAX 0246－46－2553
E-mail naraha＠town.naraha.lg.jp
＜会津美里出張所＞※日直なし
〒969-6164 福島県大沼郡会津美里町字本郷道上１
☎ 0242－56－2155　FAX 0242－56－2188
E-mail misato-n＠town.naraha.lg.jp
＜楢葉町役場現地＞9:00～16:00
☎ 0240－25－2111　FAX 0240－25－1100
◎各出張所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日
【日直により対応/8:30～17:15】　

いわき市遠野町の龍神峡を歩き、
藤カゴ作りも体験します。
●期　　日：平成25年11月28日㈭
●場　　所：龍神峡及び遠野オートキャンプ場
　　　　　　　　　　　　 （藤カゴ作り）
●定　　員：45名
　　　　　　（定員となりしだい締め切ります。）
●参 加 費：2,000円（材料代は別途実費）
●申　　込：10月25日㈮　９時から

【ウォーキング教室】【ウォーキング教室】【ウォーキング教室】

今年は、パークゴルフ・ウォーキング・キッズウォーキングの３種目です。
澄んだ空気の中、心地よい汗を流し、深まりゆく秋を満喫しましょう！
●期　　日：平成25年11月16日㈯
●場　　所：＊パークゴルフ：鮫川河川敷パークゴルフ場（いわき市植田町）
　　　　　　＊ウォーキング＆キッズウォーキング：三十三観音めぐり（いわき市三和町）
●定　　員：＊パークゴルフ：45名　＊ウォーキング＆キッズウォーキング：45名
●対　　象：一般及び小学１年生以上（キッズウォーキング）
●参 加 費：大人：1,000円、子ども：無料
●申　　込：10月10日㈭　９時から
　＊小学生未満のお子さんにつきましては、お問い合わせください。

【スポーツフェスティバルを開催します！】【スポーツフェスティバルを開催します！】【スポーツフェスティバルを開催します！】

太平洋を見渡す市街地にあり、登山道が整備され、
低山でも楽しめる山です。
●期　　日：平成25年11月９日㈯
●場　　所：高鈴山（茨城県日立市）
●定　　員：45名（定員となりしだい締め切ります。）
●参 加 費：2,000円
●申込方法：10月15日㈫　９時から

【軽登山教室】【軽登山教室】【軽登山教室】

８月那須平成の森にて

県ユニオン西郷村ウォーキング

スポーツフェスティバル実行委員会

〈主な項目〉
・楢葉町議会新体制でスタート ……………………………………………………Ｐ１～Ｐ２
・まちのお金の使い道 ………………………………………………………………Ｐ３～Ｐ６
・敬老会 ………………………………………………………………………………Ｐ７～Ｐ８
・若者たちと町長の懇談会、原子力所在協議会会長へ就任 ……………………Ｐ９～Ｐ10
・楢葉町からの各種業務等のお知らせ ……………………………………………Ｐ11～Ｐ26
・楢葉町公共施設等モニタリング …………………………………………………Ｐ27～Ｐ30

みんな頑張れー！（こども園運動会）
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楢葉町議会が９月から新たな体制でスタートしました！
　任期満了に伴う、楢葉町議会議員一般選挙は、８月11日に行われ、12名が選出されました。９月２
日に召集された改選後初の臨時議会では、議長に青木　基氏、副議長に猪狩　守氏が選任され、また、
各常任委員会等も新体制でスタートしました。
　今後、新たな体制で楢葉町の復旧・復興並びに住民本位の議会活動をお願いすることになります。
よろしくお願いいたします。

【議員紹介】任期／平成25年９月１日～平成29年８月31日（敬称略）
※順序は議席番号順に表示しています。

１．関本　範貞
昭和38年３月16日(50歳)

在職歴：１期

◆所管事項／総務課、税務課、復興推進課、
財産管理課、環境防災課（原子
力発電所等の防災と安全対策に
関する事務を除く）、放射線対
策課、出納室、選挙管理委員会、
監査委員、固定資産評価審査委
員会、議会事務局に関する事務

せきもと　　のりさだ

２．鈴木　恒男
昭和32年７月２日(56歳)

在職歴：１期

すず き 　　つね お

３．宇佐見　雅夫
昭和30年９月８日(58歳)

在職歴：１期

う　さ　み 　　まさ お

４．草野　公雄
昭和23年９月20日(65歳)

在職歴：２期

くさ の 　　きみ お　

５．渡邉　修三
昭和39年10月26日(48歳)

在職歴：２期

わたなべ　　しゅうぞう

６．山田　　昭
昭和27年６月30日(61歳)

在職歴：２期

やま だ 　　　 あきら

７．古市　福男
昭和25年９月18日(63歳)

在職歴：３期

ふるいち　　ふく お

８．松本　清惠
昭和27年５月31日(61歳)

在職歴：４期

まつもと　　きよ え

９．永山　広男
昭和23年６月24日(65歳)

在職歴：４期

ながやま　　ひろ お

10．結城　政重
昭和22年３月９日(66歳)

在職歴：６期

ゆう き 　　まさしげ

副議長　猪狩　　守
昭和23年５月３日(65歳)

在職歴：３期

い がり　　　 まもる

議　長　青木　　基
昭和26年２月12日(62歳)

在職歴：２期

あお き　　　　もとい

【各委員会の構成】

◆所管事項／住民福祉課、産業振興課、建設
課、生活支援課、教育委員会、
農業委員会、新産業創造室に関
する事務

◆所管事項／環境防災課（原子力発電所等の
防災と安全対策に関する事務）

◆所管事項／会期の決定、議事日程、議案の
取扱い、発言等、議会の運営に
関する事項・発議案、決議案、
意見書案等に関する事項・特殊
な議題、陳情の取扱いに関する
事項・議会の関係諸行事に関す
る事項・その他、議長が必要と
認める事項

総務環境常任委員会
職　　　名
委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃

氏　　　名
永　山　広　男
宇佐見　雅　夫
鈴　木　恒　男
渡　邉　修　三
松　本　清　惠

経済福祉常任委員会
職　　　名
委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

氏　　　名
草　野　公　雄
山　田　　　昭
関　本　範　貞
古　市　福　男
結　城　政　重
猪　狩　　　守

原子力発電所安全対策常任委員会
職　　　名
委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃
〃

氏　　　名
結　城　政　重
古　市　福　男
関　本　範　貞
鈴　木　恒　男
宇佐見　雅　夫
永　山　広　男

議会運営委員会
職　　　名
委 員 長
副委員長
委　　員
〃
〃

氏　　　名
松　本　清　惠
結　城　政　重
草　野　公　雄
永　山　広　男
猪　狩　　　守
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一 般 会 計

国民健康保険特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

住宅用地造成事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

計

 812,347

 424,103

 196,380

 4,295

 56,540

 162

 1,493,827

 1,217,604

 －　　

 576,479

 －　　

 －　　

 －　　

 1,794,083

 2,029,951

 424,103

 772,859

 4,295

 56,540

 162

 3,287,910

 8,013,785

 1,439,705

 961,038

 －　　

 779,805

 21,574

 11,215,907

 10,043,736

 1,863,808

 1,733,897

 4,295

 836,345

 21,736

14,503,817

会　計
項　目 歳入決算額

A
歳出決算額

B

形式収支
A－B
C

翌年度に繰越
すべき財源
D

実質収支
C－D
E

会計別決算収支の状況 （単位：千円）

町 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

町 た ば こ 税

入 湯 税

計

※１　自主財源その他は、繰越金、使用料及び手数料、分担金及び負担金、財産収入、寄付金、諸収入です。
※２　依存財源その他は、配当割交付金、株式譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、地方譲与税、地方特例交付金、自動

車取得税交付金、利子割交付金、ゴルフ場利用税交付金、地方交付税、交通安全対策交付金です。

105,024

1,287,696

11,111

8,803

1,699

1,414,333

区　分
年　度 Ｈ24年度

168,184

1,493,318

7,444

4,948

 －　　

1,673,894

Ｈ23年度

329,822

1,870,382

15,759

50,808

21,243

2,288,014

Ｈ22年度

372,673

1,901,658

15,475

47,891

21,510

2,359,207

Ｈ21年度

373,149

2,005,010

14,974

51,612

21,195

2,465,940

Ｈ20年度

町税の状況 （単位：千円）

一般会計
歳入決算額

100億4,373万6千円

一般会計
歳出決算額

80億1,378万5千円

町税
1,414,333
14.1％

自主財源
3,792,949
37.8%

貸付金
31.000
0.4％

公債費
225,187
2.8％

災害復旧費
554,673
6.9％

繰入金
960,610
9.6%

自主財源
その他
1,418,006
14.1%

物件費
1,316,641
16.4％

維持補修費
64,480
0.8％

扶助費
508,150
6.3％

補助費等
429,782
5.4％

普通建設事業費
183,224
2.3％

繰出金
1,526,405
19.1％

積立金
2,245,043
28.0％

その他の経費
70.1％

義務的
経費
20.7％

投資的経費
9.2％

人件費
929,200
11.6％

依存財源その他
2,102,854
21.0%

依存財源
6,250,787
 62.2 %

県支出金
725,663
7.2%

国庫支出金
3,418,170
34.0%

町債
4,100
－%

　平成24年度の一般会計の決算額は、表「会計別決算収支の状況」のとおりとなりました。
　予算の編成及び執行にあたっては、楢葉町復興計画＜第一次＞に基づき、ふるさと「ならは」を一
日も早く取り戻すべく、災害復旧事業、避難者支援・生活再建に向けた各種事業の展開を図り、さら
に、行財政改革等の基本的な考え方を踏まえ、限られた財源を重点分野へ配分するなど、一般行政
経費の一層の効率化・合理化に努めました。
　特徴的な事業としては、東日本大震災復興交付金基金積立事業、災害救助事業、タブレット端末構
築・配布事業、ガラスバッチ購入事業、緊急雇用安定対策基金事業等の事業を行いました。
　東日本大震災及び原子力災害の影響により、前年度事業との比較で決算規模としては、約13億円増
加しています。
　人件費や扶助費、公債費といった義務的経費は、前年度より325,314千円減となりました。人件費
については、諸手当減少により4.0％減となり、扶助費については、災害救助（被服寝具その他生活
必需品、炊き出しその他食品供給費）等の減により28.4％の減となりました。公債費については、
昨年度は原発基金の一括繰上償還を作ったため公債費支出が一時的に増になりましたが、平成24年
度は繰上償還を行わなかったため27.4％減となりました。
　普通建設事業費等の投資的経費は、244.7％の増となりました。投資的経費が増となる主な要因は、
東日本大震災の災害復旧事業等の増によるものです。

　平成24年度の一般会計、特別会計の決算が、９月に開かれた町議会定例会で承認されました。
　決算は、皆さんの家庭の「家計簿」と同じで、町づくりの記録でもあります。そこで町のお金
がどのように使われたかをお知らせします。

一般会計決算の概要

　一般会計歳入決算額に占める、町が自主的に収入できる町税や使用料、手数料などの自主財源の割
合は37.8％（前年31.4％）となり、国庫及び県支出金、地方交付税などの依存財源は62.2％（前
年68.6％）となりました。
　震災前と比較して財源割合の逆転現象が続いており、震災に伴い町税等が課税免除・減免されたこ
と、また復興のための特別交付税が措置されたこと等の要因によるものです。
　財政指標については、実質公債費比率などは基準値を下回り、現在のところ安定した状況を保って
います。また経常収支比率については119.9％となりました。これは、町税等が減少したことによる
ものでありますが、減免等による減収分は震災復興特別交付税により補填されております。

町の財政状況分析『まちのお金の使いみち』
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財 政 調 整 準 備 基 金

減 債 基 金

その他の特定目的基金

定 額 運 用 基 金

合　　計

一般会計地方債現在高

町の積立金と地方債 Ｈ 年度末 Ｈ 年度末

 －　　

増　　減

積立金と町債の状況

≪町民１人及び1世帯当たりに換算すると？≫

（単位：千円）

地方債

）
分
計
会
般
一
（金
立
積

経 常 収 支 比 率

公 債 費 負 担 比 率

財 政 力 指 数

区分
年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度 Ｈ 年度Ｈ 年度

普通会計決算に基づく財政指標 （単位：％）

実 質 公 債 費 比 率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

将 来 負 担 比 率

－

－

－

－

－

－

区分
年度

Ｈ 年度 Ｈ 年度
早期健全化基準

国の基準

財政再生基準

財政健全化を判断する指標 （単位：％）

項　目

教　育　費

総　務　費

土　木　費

民　生　費

衛　生　費

商　工　費

公　債　費

消　防　費

農林水産業費

そ　の　他

教育・文化・スポーツ
事業など

一般管理、徴税、
戸籍経費など

道路・橋の管理、下水
道事業への繰出など

社会福祉や
生活扶助など

保健衛生・し尿処理
放射線管理など

観光・工業・
商業振興など

借入金の元金・
利子の償還

広域消防負担・
非常備消防費など

農業・林業・
産業振興など

議会費、労働費、
災害復旧費

1人当り内　　容 総　額

歳出総額

1世帯当り 項　目

固定資産税

町　民　税

町たばこ税

入　湯　税

軽自動車税

土地・家屋・償却
資産にかかる税

個人・法人の所得
にかかる税

たばこの消費に
かかる税

温泉入浴利用に
かかる税

バイク・軽自動車
などにかかる税

1人当り内　　容

税収総額

1世帯当り

（使われたお金） （単位：千円） （負担した税金） （単位：千円）

現住人口（人）：7,240
世帯数（世帯）：2,439
平成25年３月31日現在

総　額

用 語 の 解 説

用 語 の 解 説

　計画的に財政運営を行うため、歳入の安定性の程度に応じて、財源を積み立てたり、財源不足を補
うため取崩したりする基金の現在高は、対前年度比 億 万 千円の増加となりました。
　一方、町債の残高は全体で前年度より 億 万 千円の減額となりました。今後は借入と返済の
バランスを視野に入れ計画的に減らしていく予定です。

積立金と町債の状況

■経常収支比率
　財政構造の弾力性を表す比率。人件費、扶助費、公債費等の経常経費に町税、地方譲与税、各種交
付金等の経常一般財源がどの程度充当されたかを見る指標です。
■公債費負担比率
　公債費充当一般財源（地方債の元利償還金等の公債費に充当された一般財源）が一般財源総額に対
し、どの程度の割合になっているかを示す指標であり、財政構造の弾力性を判断するものです。
■財政力指数
　財政力の強さを表す指標で、この数値が、「１」に近くあるいは「１」を超えるほど財源に余裕が
あるものとされます。

■実質公債費比率
　総務省が平成 年度決算から導入した新しい財政指標で、自治体収入に対する借金返済額の比率を
しめすもの。従来の起債制限比率には反映されなかった、一般会計から特別会計への繰出金も含まれ、
自治体の財政実態をより正確に把握できるものです。 ％以上になると、新たに地方債を発行して借
金をする際、財政運営の計画を立てて国や県の許可が必要となります。また、 ％以上は単独事業の
地方債が一部認められなくなり、起債制限団体となります。
■実質赤字比率
　普通会計を対象とした実質的な赤字の割合。 葉町では、黒字のため０％以下となります。
■連結実質赤字比率
　全会計（一般会計のほか、公営企業会計以外の特別会計を含む。）を対象とした実質赤字の割合。
葉町では、全会計すべて黒字のため０％以下となります。
■将来負担比率
　普通会計が将来負担すべき実質的な負債の割合。将来負担となるものには、地方債残高、特別会計
や広域圏・企業団の起債の償還に充てる普通会計からの繰入金、退職手当支給予定額など。 葉町で
は、充当可能財源があるため、０％以下となります。

※指標による数値については、全て国の基準を下回り健全な財政運営が堅持されていると言えます。

■お問い合わせ先：総務課　財政係　☎ 0246－46－2551（内20８）

97.6

7.1

1.199

94.1

7.3

1.122

90.9

6.4

1.036

89.8

4.1

0.945

119.9

3.5

0.925
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笑顔！笑顔！会場でのひとこと！笑顔！笑顔！会場でのひとこと！

●結婚50周年を迎えた山内忠良・シゲ子さんご夫妻（北田）
　今回めでたく結婚50周年を迎えた山内さんご夫妻。
　震災後は各地を転々とし、現在はいわき市の借上住宅で生活をされています。今はお孫さん
の顔を見ているだけで幸せと、おっしゃっていました。
　この50年振り返るとたくさんの困難があった
けど、ここまで来れたのはお父さんのお陰と、
シゲ子さん。また、忠良さんは、それはお互い
だよと笑顔でおっしゃっていました。
　今でも２週間に１度は楢葉の家へ帰り、片付
けなどを行い、楢葉町に戻る日を待ち望んでい
るとのことです。これからもますますお元気で
お過ごしください。

　９月15日、いわき明星大学体育館において楢葉町敬老会が盛大
に開催されました。
　台風18号の影響で朝から雨が降るなか、70歳以上の1,582名を
ご招待し、当日は県内外から450名のご出席をいただきました。
　式典では、町長のあいさつに始まり、敬老者及び最高齢者へ祝
い金を贈呈し、めでたく結婚50周年を迎えられた12組のご夫婦に
対し、町からの金婚賀状と記念品を代表の山内忠良・シゲ子夫妻
（北田）へ、また福島民報社と福島県老人クラブ連合会による
しあわせ金婚夫婦表彰として、代表の遠藤行忠・千鶴子夫妻
（下小塙）に表彰状と記念品が贈られました。
　式典後には、毎年

恒例のアトラクションを開催。今年度は楢葉町にちなん
だ２通の手紙を紹介しました。
　１通目は、「僕の故郷　楢葉町」という当時楢葉南小
学校に通ってた小学２年生と５年生の２人の作文を物語
にした紙芝居を朗読して、家族との絆や大事な思い出、
大好きだった牛やふるさとへの思いと、小さな心に誓っ
た「震災と津波から助かった命を大切にしたい」という
強い決心を届けました。
　２通目としては、３月に開催された梅原司平さんのコ
ンサートにおいて、避難中の私たちの思いを作詞作曲した曲に合わせて「ふるさとからの手紙」と題
し、我が町の在りし日の美しい風景や仮設で元気に暮らす住民の様子、２年半が経過した町の風景の
写真を映像で映し、望郷の思いを皆さんに届けました。
　会場では、しばらくぶりの再開に会話がはずみ、楽しいひと時を過ごされておりました。また来年
の敬老会でお会いできることを楽しみにしております。
　以下、各種表彰者の皆さんをご紹介いたします。

松　本　義　美・セ　ツ
新　妻　新　一・克　代
山　内　忠　良・シゲ子
矢　内　道　德・久　代
小　磯　吉　也・久　子
小　藥　惠　義・トメコ
早　川　孝　行・キミ子
遠　藤　行　忠・千鶴子
髙　木　　　康・ツヤ子
松　本　次　男・佐智子
大　田　勇　作・静　子
大和田　幸　良・幸　子

　
上井出

北　田

松　館
上繁岡
上小塙
下小塙
山田岡

山田浜

氏　　　名行政区

金婚夫婦（結婚50周年）12組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略

猪　狩 　ミドリ
池　田　　　環
鈴　木　貞　子
戸　川　　　肇
新　妻　サカイ
原　　　正　作
丸　山　たもつ
猪　狩　トシエ
大　内　義次郎
山　内　正　夫
山　内　與　一
猪　狩　　　久
佐久間　　　鈴
志　賀　正　平
新　妻　德　子
山　田　　　稔
中　野　悦　子
猪　狩　お　み
大　川　鈴　子
菅　野　スイ子

　

上井出

　

下井出

北　田

大　谷
　

松　館

繁　岡

氏　　　名行政区

鈴　木　ミトリ
吉　田　　　平
鈴　木　末　子
髙　木　ハ　ツ
古　市　傅　吉
大和田　充　子
髙　橋　イ　ク
佐　藤　　　正
永　山　惠　世
古　市　千　代
猪　狩　ト　モ
岡　田　愛　子
三本木　ヤ　ス
鈴　木　コ　ウ
鈴　木　満　子
戸　田　幸　雄
松　本　松　壽
松　本　フク子
鈴　木　　　守
鈴　木　幸　子

　
繁　岡

下繁岡

上小塙

下小塙

山田岡

山田浜

大　坂

氏　　　名行政区

米寿（９月15日現在88歳）40名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略盛大に敬老会開催

最高齢者

松本 イシ さん　101歳（山田岡）

表彰を受ける遠藤さんご夫妻

式辞を述べる町長
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　８月29日、東京電力福島第一、第二原子力発電所の
所在４町で組織する福島県原子力発電所所在町協議会
の臨時総会が開催され、空席となっていた会長に松本
幸英町長が就任しました。
　臨時総会では、福島第一原子力発電所の度重なる問
題を議論し、連日の汚染水問題を受け同日、福島第一
原発の現地を視察、東京電力㈱相澤、石崎両副社長に
汚染水の再発防止策を含めた５項目を要望しました。
　次ぐ９月６日には同協議会にて、経済産業省と原子
力規制委員会に対し、汚染水対策を確実に実行し、東

京電力への指導、監視をさらに徹底するよう要望書を手渡しました。
　復興への道のりは、福島第一原子力発電所の安全が確
保され、収束することが絶対条件です。今後は立地町村
の代表として、さらに監視を強化し協議会を活性化を図
りながらスピード感を持って対応してまいります。

福島県原子力発電所所在町協議会長に町長が就任しました
　９月13日、いわき出張所谷川瀬分室において、若い方々の意見を聞くために「若者たちと町長の
懇談会」を開催しました。
　町長からは「現在、町は復興計画（第2次）に基づき各種施策を推進していますが、以前のアン
ケート調査において若い方々が町に帰らないと
いうご意見を多くいただきました。今日はその
理由や率直な意見をお聞かせ願いたい」とあい
さつしました。
　参加した方々からは、「自分は帰りたいけど、
放射線が心配。特に子供がいるので今帰るとい
う判断をすることは難しい」「汚染水問題や中
間貯蔵施設は個人では判断できない、わからな
い」「今の生活を守ることが一番大事」という
意見や、「子どもが安心でき、行きたくなるよ
うな遊べる施設が必要」「早く戻っておいしい
イチゴを作りたい、風評被害を払拭したい」
「楢葉町で町民が一堂に会すことができるイベ
ントをしてみてはどうか」との意見もありまし
た。

若者たちと町長の懇談会～楢葉の復興を目指して～

一人ひとり考えや想いを町長へ伝えました 野田聖子議員へ

大島理森議員へ

茂木経済産業大臣へ

・20代・30代の男性９名・女性３名の計11名
　　　　　　　　　　　　　（町職員２名含む）
・澤田雅浩氏（長岡造形大学准教授）

懇談会に出席いただいた参加者

福島県原子力発電所所在町協議会
氏　　　名 備　考町　村　名

松　本　幸　英

渡　辺　利　綱

宮　本　皓　一

伊　澤　史　朗

青　木　　　基

千　葉　幸　生

塚　野　芳　美

佐々木　清　一

会　長

副会長

楢　葉　町　長

大　熊　町　長

富　岡　町　長

双　葉　町　長

楢葉町議会議長

大熊町議会議長

富岡町議会議長

双葉町議会議長

要望書提出者名簿
氏　　　名役　　　職

茂　木　敏　充

池　田　克　彦

野　田　聖　子

大　島　理　森

経 済 産 業 大 臣

原子力規制庁長官

自由民主党総務会長

東日本大震災復興加速化本部本部長
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　10月13日に東京都で開催される「第
13回全国障害者スポーツ大会」に、平
養護学校高等部３年生の矢内菜々美さ
ん（前原）が出場することが決まりま
した。
　菜々美さんは現在、県立平養護学校
に通う高校３年生。生まれつき下肢に
不自由があり、楢葉南小学校を卒業後
に平養護学校中学部へ進学。中学部で
は運動が義務付けられたことから杖を
使っての50ｍ走などの陸上競技を始め
ました。
　高等部へ進学した菜々美さんは、陸
上競技のなかでも、車いすで行う
100m競技を始め、徐々に頭角を現し、
県内で開催される障がい者総合体育大
会等でも上位入賞を果たす機会が多く
なりました。今回の全国大会出場は８
月11日に行われた出場者を決める編成
会議で、そのレベルが全国基準に達し
ているとのことから見事福島県代表と
して全国大会への出場切符を手にしま
した。
　練習風景を取材に平養護学校向かい、
本大会への意気込み聞くと「普段の練
習とおり楽しんで大会に臨みたいで
す」と笑顔で答えてくれました。
　東日本大震災の影響で一時は会津へ
避難した矢内さんご家族は、避難先の
会津から週３回いわきの学校へ送迎を
行い、学校生活とスポーツの両面をサ
ポート。温かいご家族の応援もあって、
今回の全国大会出場はとても大きな期
待が寄せられています。
　これまでの練習の成果を十分に発揮
できるよう、精一杯頑張ってください。

第13回全国障害者スポーツ大会へ出場
＝第68回国民体育大会＝　９月３日、楢葉町仮設校舎体育館において、

ボルドー音楽祭実行委員会様並びに福島キワニ
スクラブ様から楢葉南・北小学校に鼓笛隊用の
ユニフォームが寄贈されました。
　寄贈式では、ボルドー音楽祭実行員代理の池
田栄子様・豊様ご夫妻、福島キワニスクラブ代
表の和合アヤ子様、そして楢葉町復興まちづく
り検討委員会委員長の秋元正國様のご列席いた
だき、学校、町を代表して校長、町長がお礼を
述べたあと、池田様、和合様から激励を含めた
ご挨拶をいただきました。その後、衣装の一部
と目録が６年生の諸橋里々佳さんと島翔太くん
に手渡されました。そして、児童を代表して島君がお礼の言葉を述べた後、池田さんの伴奏にのせ
て、この日のために練習してきた「ビリーブ」の全校合唱を来賓の方々にプレゼントしました。
　学校では、これまで他団体からご寄付いただいた楽器と今回の衣装と合わせて活用し、震災前に活
動していた鼓笛隊を再結成する予定で準備を進めています。再結成した暁には、運動会や学習発表会
など様々な場面で保護者や地域の皆様にも演奏を披露していきます。
　このように、全国から様々な形で温かいご支援をいただいています。そのお陰で楢葉町の子どもた
ちは元気を取り戻しつつあります。これからも学校と地域が手を携え、将来の楢葉町の復興の力とな
る子どもたちの育成に力を入れていきたいものです。

鼓笛隊用ユニフォームを寄贈いただきました

和合代表から贈呈

集中して練習に励んでます

マラソンの佐藤敦之さんと記念写真

ご家族も応援しています（母、純子さんと）

とても素敵なユニホームをいただきました
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『あおぞらこども園』からのお知らせ

　平成26年度「楢葉町立あおぞらこども園中央台仮設園舎」に入園されるお子さんを募集
いたします。下記の要領でお申し込みください。

１）申し込み資格
◎楢葉町に住所を有し、平成26年４月１日現在で生後８カ月を経過する乳児から小学校
就園前までの幼児を対象とします。

◎０～２歳児の入園につきましては、原則として保護者（父・母）の就業等により、家
庭での保育が困難なお子さんが対象となります。

◎３～５歳児の入園につきましては、保護者の就業等による制限はありません。
　
２）入園該当児

３）申し込み期間
　平成25年10月１日㈫～随時申し込みを受け付けております。

　
４）提出していただく書類
◎「楢葉町立あおぞらこども園中央台仮設園舎入園申込書」
◎「勤務証明書」：０～２歳児は、全員対象です。
　　　　　　　　：３～５歳児は、長時間保育希望者のみです。
＊様式は町ホームページからダウンロードできます。

５）入園料、保育料、給食費、ＰＴA会費等については、減免を予定しております。
＊その他、不明な点等が有りましたら、こども園までお問い合わせください。

■お問い合わせ先：楢葉町立あおぞらこども園
　　　　　　　　　〒970‒8044 福島県いわき市中央台飯野５丁目６－１
　　　　　　　　　☎ 0246－38－3082　FAX 0246－38－3086
　　　　　　　　　E-ｍail : kodomo-n@town.naraha.lg.jp

『子育て支援センター』からのお知らせ
■一時帰宅によるお子さんの預かり
について
　楢葉町に掃除、片付け等で一時帰宅をする
時にお子さんをお預かりしています。
　現在は楢葉町民だけではなく、富岡町、浪
江町のお子さんも一時帰宅に限りお預かりし
ています。ご利用の際は事前に申し込みが必
要となりますので、くわしい事はこども園支
援センターまでお問い合わせください。
●時　間………午前９時～午後５時
●場　所………楢葉町立あおぞらこども園

支援センター
●対象者………１歳児～小学生
●利用日………月曜日～土曜日

平成26年度楢葉町立あおぞらこども園入園児募集について

年　　　齢

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児

４歳児

５歳児

生年月日

平成25年４月２日～平成25年８月１日

平成24年４月２日～平成25年４月１日

平成23年４月２日～平成24年４月１日

平成22年４月２日～平成23年４月１日

平成21年４月２日～平成22年４月１日

平成20年４月２日～平成21年４月１日

　８月27日、富士通株式会社様、株式会社富
士通エフサス様から、あおぞらこども園に
「四つ葉のクローバーの種」350袋が贈呈さ
れました。
　見つけると幸運が訪れるといわれる四つ葉
の出やすいホワイトクローバーの種で、子ど
もたちに明るい希望を持ってもらおうという
趣旨で贈呈されました。
　贈呈式では、富士通株式会社東日本復興・
新生支援本部の浜田真輔本部長、富士通エフ
サス今井幸隆社長から34名の園児に種が手渡
されました。子ども達は早速、「四葉のク
ローバーがたくさんでますように」と願いを
込めてプランターへ種をまき、早く大きくな
るようにとやさしくお水をあげました。
　温かいご支援ありがとうございました。

こども園に幸せの種が贈られました～四つ葉のクローバー～

こども達へ直接たねをいただきました

泣かないでまってるよ！ あゆ組さんと
一緒にごはんです。

■ひろばのひとこま
　一時保育のお子さんです。

■お問い合わせ先：☎ 0246－38－3082
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インフルエンザの予防接種を希望される方へ
　楢葉町では65歳以上の方や60歳以上65歳未満で重い障害のある方に対して、インフルエ
ンザの予防接種を実施します。
　この予防接種は、あくまでも希望される方に対して実施するもので､強制するものでは
ありませんので、納得していただいたうえ、ご自分の体調などを考慮して予防接種を受け
られるようお願いいたします。

記

１　日程と場所　平成25年10月15日㈫～12月31日㈫
＊接種期間前や期間後は助成の対象となりませんので、ご注意ください。
＊福島県外に避難されている方は、避難先市町村の設定した期間で接種するように
してください。

２　対　象　者　①接種日当日で満65歳以上の方
②接種日当日で満60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸
器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に重い障害のあ
る方。
※①②に該当し楢葉町に住所のある方が対象です。

３　助 成 回 数　１回
４　接 種 方 法

◎福島県内の医療機関で受ける場合（福島県立医大を除く）
①医療機関に予約後、接種を受けてください。その際、医療機関窓口に「予診
票」と「予防接種済証」を渡してください。
②接種費用の自己負担はありません。
◎福島県外の医療機関で受ける場合
　原発避難者特例法により避難先市町村の住民と同じように予防接種を受けるこ
とができます。まずは、避難先の予防接種担当にお問い合わせください。
万が一対応できないと言われた場合は、接種する前に楢葉町住民福祉課保健衛生
係までお問い合わせください。
　市町村によっては、接種費用の自己負担分が生じることがあります。その場合
には自己負担分を還付いたします。必要な書類等詳細については、保健衛生係に
お問い合わせください。　　　　

５　医療機関に持参するもの
＜福島県内＞
・予診票
・接種済証
＜福島県外＞
各自治体によって異なりますので、避難先市町村にお問い合わせください。

■問い合わせ先：
　楢葉町いわき出張所住民福祉課保健衛生係　☎ 0246－46－2551（内113）
　楢葉町会津美里出張所　　　　　　　　　　☎ 0242－56－2155

戸籍関係について お悔やみ申し上げます≪広報ならは号外９月号掲載以降亡くなられた方≫

死　亡　者 （年齢） 行　政　区
64
60
81
77

下 繁 岡
波　　倉
上 井 出
下 小 塙

死　亡　者 （年齢） 行　政　区
上　村　テル子
渡　邉　俊　光
遠　藤　リユ子

83
66
85

山 田 岡
松　　館
山 田 岡

松　葉　重　德
大和田　照　子
戸　川　ケサヲ
佐　藤　綱　次

●日　時：平成25年10月９日㈬
　　　　　午後４時～午後６時30分頃
●場　所：サポートセンター空の家
●持ってくるもの：調理実習費300円、エプロン
●作るもの：秋刀魚のあんかけ、きのこごは
ん、小鉢　等

男　め　し

男めし
●日　時：平成25年10月11日㈮
　　　　　午前10時～午後１時頃
●場　所：グループホームならは会津美里
●持ってくるもの：調理実習費300円、エプロン

会津男めし

　９月11日男めしを実施しました。
　タンドリーカジキ（カジキのタンドリーチキ
ン風）、かぼちゃのそぼろ煮、玉ねぎとコーン
のスープ、ご飯（合計566kcal　塩分2.8g）
　今回はお魚を中心とした献立でした。
　タンドリーカジキということで、カジキをカ
レー粉で味を付けました。日頃、魚はよく食べ
るという方でも、今回は新鮮に感じられたよう
です。　

　９月13日会津男めしを実施しました。
　今回は、楢木戸ラーメんの野崎さんを先生に
お迎えして、簡単中華を作りました。中華料理
というと、難しそうなイメージがありますが、
参加している皆さんは、だんだんと手馴れてき
たのか、手際よく進めることができました。

青椒肉絲、マカロニサラダ、
わかめと玉ねぎのみそ汁、ご飯

　作るものについては、参加した皆様のリクエストに応じて決めています。過去には、流しそ
うめん、かんたん中華、餅つき、芋煮会、手打ちうどん等を作っています。お誘いあわせのう
え、ご参加ください。
■お問い合わせ先：住民福祉課　保健衛生係　☎ 0246－46－2551（112）
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　双葉地方の一大イベントであった「ふたばワールド」が復
活します。東日本大震災で全国へ避難している住民の交流を
目的として、双葉郡の町村、商工会、社会福祉協議会等が協
力し、14年ぶりに開催します。イベントの目玉は、恒例であ
りました大鍋でのすいとんが振る舞われる予定です。
　会場である広野町総合グラウンドへは、無料送迎バスを用
意いたします（申込が必要）ので、お誘い合わせのうえ会場
へお集まりください。

　Google社では、東日本大震災で被害をうけた楢葉町を含む福島県内の避難指示区域のストリート
ビューを新たに公開しました。 
　ストリートビューとはGoogleマップの機能で、その場所にいるかのように周りの風景を360°の
パノラマ写真で見ることができるものです。
　楢葉町内の様子を見るには、Googleマップ上で、左上側に現れるオレンジ色の人形を見たい場所
へ動かすと、画像が公開されている場所が青色に変わります。青く変わった地点へオレンジ色の人形
を置くと町内の主要道路沿いをストリートビューで見ることができます。

【注意】
　ストリートビューに写り込んだ公開に適さない画像や、見せたくない建物等がある場合は、 
Google社がボカシ処理等で対応します。下記のコールセンターへ直接ご連絡願います。

■お問い合わせ先：双葉地方広域市町村圏組合　☎ 0240－27－4665

「ふたばワールド2013」の開催について Googleマップストリートビューが公開されました

■開催日時　　平成25年10月19日㈯10時～15時

■開催場所　　広野町総合グラウンド
　　　　　　（双葉郡広野町中央台一丁目５番地）

※お車でお越しの際は、二つ沼公園が
　駐車場となります。ご注意下さい。

■テ ー マ　　「一緒に創ろう…ふたばの明日！！」

■主　　催　　双葉地方広域市町村圏組合、
　　　　　　（一財）福島県電源地域振興財団、広野町

■運　　営　　広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、
　　　　　　　葛尾村、各商工会、各町村社会福祉協議会　等

■イベント　　○ふたばの“大鍋すいとん”復活プロジェクト
　　　　　　　○ステージパフォーマンス
　　　　　　　○まるごとふたば体験工房（木工クラフト、バルーンアート）
　　　　　　　○ふたば地方なう。
　　　　　　　○ふたば地方復興商店街「マミーすいとん、なみえ焼きそば」

■企　　画　　○各町村の、復旧・復興等に関する展示パネルを作成し、展示します。
・復旧、復興に関する情報（インフラ、除染　等）
・住民の活動（広報に掲載した活動写真、ふるさとへの想い寄稿文　等）

　　　　　　　○ふるさとふたばの未来へメッセージ
・メッセージカードに、ふるさとの未来に向けたメッセージを書いていた
　だき、各町村の地図（Ａ１版ハレパネ）に貼付し、展示します。

　　　　　　　○みんなの“憩いの場”
・町村毎のブースに、机・椅子を設置し、住民同士の交流をはじめ郡全体
　の交流の場を設けます。
・来場者アンケート箱を設置し、来場者にイベントの感想や復興に関する
　ご意見・ご要望を記入いただく。参加者へ景品を配布します

Googleマップ ストリートビュー専用窓口 
TEL 0570－010041（携帯電話、PHS、海外からは 03－6384－9900） 
受付時間：９：00 ～ 12：00 / 13：00 ～ 18：00 （月曜～金曜）

※楢葉町役場では受付できません。

【法テラスふたば】の相談がさらに充実
　これまで、法テラスふたばでは、毎週月・水・金曜日は弁護士
による法律相談、火曜日の午後と木曜日は司法書士による法律相
談を行ってきましたが、新たに税理士・土地家屋調査士・建築
士・社会保険労務士・行政書士・社会福祉士による相談が加わ
りました。
　各専門家の相談日は、税理士が第１・３火曜日、土地家屋調査
士が第２・４火曜日、建築士が第１・３水曜日、社会保険労務士
が第２・４木曜日、行政書士が第１・３金曜日、社会福祉士が第２・４金曜日となっております。
　東日本大震災が発生した平成23年３月11日に福島県内にお住いだった方や営業所があった方であれ
ば、どなたでも無料で相談をすることができます。お気軽にご利用ください。（震災の事に関係なく
ご相談できます。）
■お問い合わせ先：　法テラスふたば　☎ 050－3381－3805まで
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～いわき市に避難されている楢葉町民の皆さまへ～
『いわき市のまちをきれいにする市民総ぐるみ運動』への参加のお願い

　いわき市では、市民一人ひとりが自らの手でまちをきれいにすることを通じ、環境美化
に対するモラルの向上を図ることを目的とし、昭和57年度より、春、秋の年２回「いわき
のまちをきれいにする市民総ぐるみ運動」を実施しています。
　この機会に、日頃からお世話になっているいわきの街を、いわき市民の皆さまと一緒に
きれいにするため、町民のみなさまのご協力をお願いします。
１　事 業 名　　秋のいわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運動
２　日　　程　　平成25年10月25日㈮～27日㈰
　　　　　　　　※雨天の場合は翌週へ延期：11月１日㈮～３日㈰

・10月25日㈮：清潔な環境づくりをする日（学校や事業所周辺の清掃）
・10月26日㈯：自然を美しくする日（海岸や河川の清掃）

みんなの利用する施設をきれいにする日（公園や道路の
清掃）

・10月27日㈰：清掃デー（市内の全家庭周辺の清掃）
３　参加方法
　　①仮設住宅等にお住いの方が「団体」として参加される場合

仮設住宅の代表者の方は、事業計画書を10月15日㈫までに環境防災課へご提出願い
ます。様式の詳細については、お問い合わせください。

　　②民間借上住宅等にお住まいの方が「個人」として参加される場合
お住まいの地区の区長や行政嘱託員、隣組長等に参加の意思をお伝えし、地区の住
民と一緒に作業を実施してください。
なお、地区の都合により作業日が異なりますので、事前に区長等にご確認願います。
また、区長等が不明な場合は、次の連絡先までお問い合わせください。

【事務担当】：楢葉町　　環境防災課　環境係　☎ 0246－46－2551（内217）
　　　　　　　いわき市　環境整備課　事業係　☎ 0246－22－7440 参加した消防団幹部のみなさん

　９月８日、双葉郡の消防団が所属する
消防協会双葉支部幹部大会が広野町中央
体育館で開催されました。
　当日は、８町村の消防団及び関係者約
370名が出席。式典では、安藤治支部長
（富岡町消防団長）から「今なお避難中
の状況ですが、故郷に帰町するためには
消防団の役割は大変重要であり、地区住
民との連携をさらに強める活動を推進し
たい」とあいさつ。続いて協会より功績
章、精勤章、優良運転者章の表彰を行い、
退職団（署）長へ感謝状が贈られました。

　消防協会双葉支部幹部大会は、毎年郡内を持ち回りで開催しており、平成22年６月に楢葉町での開
催以来３年ぶりの開催を迎え、会場では各町村ごとの法被を纏い、凛とした雰囲気のなかでの幹部大
会となりました。

第62回福島県消防協会双葉支部幹部大会開催

　秋は夕暮れが早くなる季節であり、夕方から夜間にかけドライバーからは歩行者が視認しにくくな
ります。
　夕方から散歩や買い物などで外出するときは、交通事故防止のため、明るい色の服装や反射材を身
に着けるなど、ドライバーから発見しやすくするよう心がけるようにしてください。
■お問い合わせ：環境防災課　防災交通係　☎ 0246－46－2551（内216）

夕暮れから夜間の交通事故防止について

みなさんのご協力お願いします

■第62回福島県消防協会双葉支部長表彰受章者
表彰の種類
功績章
〃

精勤章
〃
〃
〃
〃

優良運転者章
〃
〃
〃
〃
〃
〃

所　属
本　部
〃

２分団１部
１分団１部
３分団１部
４分団１部
６分団１部
１分団２部
３分団２部
５分団１部
５分団３部
６分団１部
７分団
７分団

階　級
教養副部長
〃

分団長
〃
〃
〃
〃

機械班長
〃
〃
〃
〃
〃
〃

氏　　名
鈴　木　恒　男
五十嵐　力　一
蛭　川　文　雄
吉　田　　　晃
大　竹　芳　則
鈴　木　　　進
根　本　浩　道
猪　狩　充　弘
小　野　孝　男
猪　狩　栄　喜
柴　田　好　典
鈴　木　正　重
坂　本　和　也
髙　木　幹　保
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　遠方に避難されている方が「楢葉町内の自宅の片付作業等のために、一時的に宿泊を
必要とする場合」又は「応急仮設住宅や借上住宅の入居手続きのため、一時的に宿泊を
必要とする場合」を対象として、町が契約する施設に宿泊した際の費用の一部を助成し
ておりますが、本事業の目的に沿った利用をされているかを確認する必要があること
から、10月１日より、本事業を利用される際には、次の手続きが必要となりましたの
でお知らせします。

○町内の自宅の片付作業等のために宿泊を要する場合
　宿泊助成事業を利用した本人が、楢葉町役場に備え付けの名簿に氏名を記入してい
ただくことになります。

○入居手続きのために宿泊を要する場合
　宿泊助成事業を利用した本人が、いわき出張所に備え付けの名簿に氏名を記入して
いただくことになります。
※ 連泊される際には、その都度、所定の手続きが必要となります。所定の手続きを
怠った場合には、助成金を返還していただくことになりますので注意してください。

○利用施設名

■問い合わせ先：　生活支援課　仮設住宅係　☎ 0246－46－2551（内108）

避難者宿泊施設助成制度の重要なお知らせ

施　設　名

勿 来 の 関 荘

よ　こ　川　荘

かんぽの宿いわき

新 舞 子 ハ イ ツ

電 話 番 号

0246－65－5111

0246－32－2433

0246－39－2670

0246－39－3801

宿　泊　料

6,000円　

7,000円　

9,000円～

8,500円　

個人負担額

2,000円　

3,000円　

5,000円～

4,500円　

借上げ住宅等入居者訪問事業
　避難生活を少しでも安心して元気に送れるよう
支援することを目的とし、生活支援課・住民福祉
課・社会福祉協議会の職員で、福島県内の借上げ
住宅等に入居されているお宅を訪問しました。
　８月19日からスタートしたこの事業は、約１ヶ
月間で県内189世帯を訪問し、お会いすることが
できたのは83世帯でしたが、「楢葉町です」の声
に玄関の扉を開け、笑顔を見せてくださったこと
に、まずホッとしました。震災後から今まで、また現在の生活の様子を伺うなかで、苦しみや喜び、
笑い、涙もありましたが、皆さんお元気で過ごされていることを嬉しく思いました。
　就労、就学等で不在だった方々にはメッセージを書置きさせて頂いたところ、折り返しの連絡をい
ただき、電話の向こうから聞こえてくる元気な声に安心しました。
　突然の訪問にもかかわらず快く応対して頂きありがとうございました。

三瓶玲子さんと
お孫さんの森田愛子さん

現在、郡山市にお住まいの
猪狩常夫さん、朱美さんご夫婦

富岡消防署からのお知らせ

秋季の火災を防止しよう！！秋季の火災を防止しよう！！秋季の火災を防止しよう！！

火災が起きたら119番火災が起きたら119番

～火災を防ぐ安全８箇条～

　秋季は、空気が乾燥し火災が起きやすい季節になります。
　風の強い日にたき火等をしたため、火の粉が飛んで火災になってしまったもの
や消火が不十分であったため再び燃えだして火災となったものなど様々な原因が
あります。
　しかし、火災になった経過をたどってみると、どれも「ちょっとした不注意」
から火災に至っています。

■お問い合わせ先：
　消防に関するご意見ご質問等は、双葉消防本部富岡消防署楢葉分署　☎ 0240－25－2119　

POINT 1

秋季火災特徴

１：野焼きやゴミ等の焼却は環境問題から法律により禁止されています。
２：乾燥注意報等が発表されている時や、風の強い日は火気の取扱に注意する。
３：火気を取り扱う場合、水バケツ、消火器等による消火の準備をする。
４：子どもたちだけで火気を扱わせない。
５：火気を扱っているときは、火の粉が飛ばないようにする。
６：完全に火が消えるまでその場を離れないようにする。
７：火災を見かけたら119番通報を行う。
８：消すまでは　心の警報　ＯＮのまま

POINT 2

火災を防ぐ
安全８箇条

～卓上ガスコンロ用ボンベやスプレー缶の取扱いには十分注意して下さい～

　卓上ガスコンロ用ボンベやスプレー缶を誤って可燃ごみに出すと、ごみ収集車の火災の原因となり
ます。また、誤った取扱いや不注意による事故は、「燃焼機器の周辺にスプレー缶を置いた」、「燃
焼機器の近くでスプレーを噴霧した」、「ガス抜きの方法を誤った」など、気を付けて取扱えば防
げた事故事例も多数あります。
　○正しい取扱いを行い、必ず分別して指定された収集日に出すように心がけましょう。

富岡消防署からのお願い

　現在、平成23年３月11日以降に到来する国税の申告・納付等の期限が、全ての税目について延長さ
れています。
　なお、東京電力からの賠償金等についての相続税・贈与税・所得税等の取扱い、申告納付等につい
てのお問い合わせは、お近くの税務署にお尋ねください。
■お問い合わせ先：税務課・生活支援課　☎0246－46－2551

東京電力賠償に係る相続税・贈与税等について
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ふくしま大卒等合同就職面接会を開催します 福島県からのお知らせ（産業廃棄物処理施設等設置事業計画書について）
　平成26年３月新規大学等を卒業予定の方、平成23年３月以降に卒業して、現在就職活動をし
ている方を対象に、正社員で雇用する計画のある県内企業との面接会を開催します。
　是非ご参加ください。

　福島県相双地方振興局へ福島県産業廃棄物処理指導要綱に基づく産業廃棄物処理施設等設置
事業計画書（設置）の提出がありましたので、お知らせします。
　福島県相双地方振興局では、今後、必要な手続を行いながら、当該施設の設置の適否につい
て審査していくこととしております。
１．設置等予定者
　　住所：福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚646番地の１
　　氏名：株式会社丸東　代表取締役　西山由美子
２．設置場所
　　福島県双葉郡楢葉町大字波倉字細谷134番189
３．産業廃棄物処理施設等の種類及び処理能力
　　がれき類の破砕施設（政令第７条第８号の２施設）1,040ｔ／日（８時間）×１基
４．問い合わせ先
　　福島県相双地方振興局　県民環境部　環境課　☎ 0244－26－1237

不正軽油撲滅強化月間のお知らせ
　県では、10月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と
協力して不正軽油の排除に取り組みます。これは、軽油に課せら
れる県税である軽油引取税（32.1円/L）を脱税する目的で、軽
油に灯油や重油を混ぜるなどして製造されるいわゆる「不正軽
油」が正常な軽油と偽って、販売や使用されていることからです。
　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染やエンジン
故障の原因、公正な市場競争の阻害もつながります。
「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わ
ない。」
　不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆様のご協力と情報提供が
欠かせません。
　不正軽油の情報提供につきましては、相双地方振興局県税部までご連絡ください。
■問い合わせ先：相双地方振興局県税部課税課
　　　　　　　　☎ 0244－26－1127　FAX 0244－26－1128
　　　　　　　　電子メール　souso.kenzei@pref.fukushima.lg.jp

双葉地方水道企業団からのお知らせです
　８月９日、双葉地方水道企業団管理本館（楢葉町）で企業団理事会が開催され、企業長に山
田基星広野町長、副企業長に松本幸英楢葉町長が就任しました。これまで同様に、安全・安心
を確立して供給できるよう全力で復旧・復興に取り組んで参りますので、皆様のご理解、ご
協力をお願いいたします。

●開催日等　　11月６日㈬
●会　　場　　ウェディングエルティ（福島市野田町）
●オリエンテーション　12：30～13：00
●合同就職面接会　　　13：00～16：00
●主　　催　　福島新卒応援ハローワーク、厚生労働省福島労働局、福島県
●そ の 他　　①事前申込不要、お気軽にお越しください。

②参加事業所は開催一週間前に、福島労働局ホームページ上で公開します
③事業所のブースにおける人事担当者との個別面談、ハローワーク等各機関に
よる職業相談・情報提供等を行います

■お問い合わせ先：福島新卒応援ハローワーク　☎ 024－534－0466

ハローワーク福島・二本松管内の企業40社が参加予定

●開催日等　　11月25日㈪
●会　　場　　郡山ビューホテルアネックス　花勝見（郡山市中町）
●就職支援セミナー　　11：00～11：40
●事業所ＰＲタイム　　12：00～12：50
●事業所映像放映　　　12：50～15：30
●合同就職面接会　　　13：00～16：00
●主　　催　　厚生労働省福島労働局、福島・郡山新卒応援ハローワーク、福島県
●そ の 他　　①事前申込不要、お気軽にお越しください。

②参加事業所は開催一週間前に、福島労働局ホームページ上で公開します
③事業所のブースにおける人事担当者との個別面談、ハローワーク等各機関に
よる職業相談・情報提供等を行います

■お問い合わせ先：福島労働局職業安定課　☎ 024－529－5396

県内の若者応援企業60社が参加予定

相双地域ポータルWEBサイト「相双ビューロー」のリニューアルについて
　相馬・双葉地方の情報を発信している地域ポータルWEBサイト
「相双ビューロー」が、平成25年８月からリニューアルされました。
このサイトは、祭りやイベントの動画やfacebookを活用して地域の
情報発信をしております。どうぞご利用ください。
■お問い合わせ先：
　NPO法人うつくしまVST相双支部　☎ 0244－26－3160
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「労使困りごと無料相談会」のお知らせ
　福島県と福島県労働委員会では、皆さんの職場における賃金や勤務時間などの労働条件、解
雇、退職等に関する労使間の困りごとについて、平日ではご相談が困難な労働者や使用者のた
めに下記の日程で相談会を開催します。
　相談は無料です。また、秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。
１．出張相談会

　
※相談時間は、午前10時～午後３時です。
※事前予約も受け付けております。（予約は問い合せ先へお願いします。）

２．休日電話相談会　平成25年10月26日㈯、 27日㈰
　　※相談時間は、午前９時～午後５時です。TEL：024－521－7594
３．問い合わせ先
　　福島県労働委員会事務局　福島市中町８番２号（福島県自治会館４階）
　　　　　　　　　　　　　　TEL：024－521－7594
　　　　　　　　　　　　　　E-mail：roudousoudan@pref.fukushima.lg.jp

※労使困りごと無料相談は、上記以外の期間についても、来所・電話（土日祝日を除
く午前８時30分から午後５時15分まで）、E-mail（随時）で受け付けておりますの
で、お気軽にご相談ください。

開　催　日

平成25年10月26日㈯
平成25年10月27日㈰

会　　　場

県いわき合同庁舎南分庁舎
郡山市障害者福祉センター

新しい農業委員（土地改良区推薦）が決まりました
　欠員となっていた農業委員につきまして、土地改良区理事会が
開催され、鈴木英雄さん（山田浜）が推薦されたことを受け、楢
葉町長より９月１日付けで選任発令がありました。これは農業委
員会等に関する法律に基づくものです。
　町長からは、「議員としての経験を生かし、復興に向けて農業
委員としてのご活躍を期待します」と、鈴木英雄さんからは「精
一杯努めさせていただきます」とそれぞれあいさつがありました。

鈴木英雄さん経歴
　平成12年５月30日～14年３月31日　土地改良区総代
　平成14年４月１日～土地改良区理事

建設課　下水道係からのお知らせ
　平成25年10月から下小塙字聖天地区が下水道使用可能となり、山田岡『道の駅付近』を除き、楢葉
町内の下水道はほぼ復旧となりました。
　下水道の復旧と合わせ、今後、上水道の使用再開を希望される方は、双葉地方水道企業団まで直接
ご連絡をお願いします。
■お問い合わせ：双葉地方水道企業団総務課営業係　☎ 0240－25－5323

日 曜日 行　　　　　動
庁議
夕張市視察研修
ニューヨークタイムズ取材
若者帰還促進ワーキンググループ
環境省副大臣　来所
庁議
双葉地方水道企業団議会
セブンイレブン楢葉下小塙店オープニングセレモニー
新潟県市長会・町村会への人的支援要請活動
林城仮設住宅地内ゲートボール場初打ち会
福島県原子力発電所所在町協議会
木戸川漁協組合長来所
双葉地方広域市町村圏組合定例議会
双葉地方町村長会議
会津美里宮里仮設住宅夏祭り

いわき出張所大会議室
北海道夕張市
いわき出張所町長室
いわき出張所大会議室
いわき出張所町長室
いわき出張所大会議室
双葉地方水道企業団管理本館
楢葉町大字下小塙地内
新潟県新潟市
林城仮設住宅
ビックパレットふくしま
いわき出張所町長室
広野町サッカー支援センター
広野町サッカー支援センター
会津美里仮設住宅内

8/19

22

23
26

27
29

30

31

月

木

金
月

火
木

金

土

場　　　所

日 曜日 行　　　　　動
庁議
辞令交付式
臨時議会
入札
南双葉シルバー人材センター理事長　来所
楢葉南北小学校鼓笛隊への支援贈呈式
福島県教育庁教育総務課長　来所
相双地方振興局長　来所
双葉地方町村長会議
東京大学　児玉教授　来所
福島県農業振興課長　来所
福島県消防協会双葉支部幹部大会
庁議
福島県選出国会議員団　来所
楢葉町農業委員選任発令　
福島県病院局長　来所
相馬税務署長　来所
ふるさと楢葉を取り戻す会　来所
入札
福島環境再生事務所　統括官来所
福島駅伝実行委員会
東北経済産業局長　来所
国交省鉄道局次長　来所
ならは若者たちと町長の懇談会
楢葉町敬老会
庁議
９月定例議会　　
９月定例議会　　
９月定例議会　
９月定例議会　
公明党原発事故調査団　来所
環境省チーム長　来所

いわき出張所大会議室
いわき出張所町長室
いわき出張所谷川瀬分室
いわき出張所大会議室
いわき出張所町長室
楢葉小中学校仮設校舎
いわき出張所町長室
いわき出張所町長室
郡山市大槻町北公民館
いわき出張所町長室
いわき出張所町長室
広野町中央体育館
いわき出張所大会議室
いわき出張所町長室
いわき出張所町長室
いわき出張所町長室
いわき出張所町長室
いわき出張所町長室
いわき出張所大会議室
いわき出張所町長室
いわき出張所大会議室
いわき出張所町長室
いわき出張所町長室
いわき出張所谷川瀬分室
いわき明星大学体育館
いわき出張所大会議室
いわき出張所谷川瀬分室
いわき出張所谷川瀬分室
いわき出張所谷川瀬分室
いわき出張所谷川瀬分室
いわき出張所大会議室
いわき出張所町長室
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町長の主な行動記録をお知らせいたします。
町の動きの参考としてください。

町長の主な行動記録（８・９月）

地方別

北海道地方

東北地方

関東地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

沖縄地方

その他・不　明
合　　　　　計

都道府県 避難者数（人）
H25.9月末都道府県別

16
16
7
0
32
0
14

6,498
6,551
226
56
25
143
136
146
85
817
71
4
2
0
6
7
5
24
7

126
8
3
0
4
3
0
0
18
0
0
5
0
0
5
0
2
0
0
2
9
0
0
0
9
3
0
21
1
1
6

7,563

北海道
計

青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
計

茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
計

新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
計

三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
計

鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
計

徳島県
香川県
愛媛県
高知県
計

福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
計

沖縄県
計

楢葉町民
都道府県別避難状況
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　８月26日、残暑の厳しい中、ならは交流農園で
じゃがいもの収穫作業が行われ、今年は昨年以上
の豊作でした。収穫には約30名の参加をいただき、
汗だくになりながらの作業でした。掘り起こした
じゃがいもの中にはお地蔵さんのようなじゃがい
もが沢山あり、仮設住宅や借り上げ住宅の皆さん
が楽しく交流をしながら収穫の喜びを感じること
が出来ました。

ならは交流農園でじゃがいも収穫 　８月31日、宮里仮設住宅で最大のイベント「ならは
夏まつり2013」が開催されました。台風の影響が心配
されましたが晴天となり、町長のあいさつで夏祭りが
スタート。自治会やサロン・んだんだ会の方々などの
協力で、多数の出店で大いに賑わい、かき氷早食い大
会やビンゴゲーム、カラオケ大会と多彩なイベントを
通し、楢葉町民のみではなく、美里町の方々とも触れ
合うことが出来ました。最後の「楢葉盆踊り」では、
故郷楢葉町に戻れる日を願いながら元気に踊っていま
した。

「ならは夏まつり2013」開催会津美里出張所からのお知らせ

　９月２日、クラッシックを学んだ若手音楽家グループ「フェリスタス」によるコンサートが宮里仮
設内サポートセンターならはで行われました。
　四季の歌や懐かしのメドレー、時代劇ソングや会津民謡、復興支援ソングは手話付で披露して下さ
り、美しいハーモニーと生の歌声に住民の皆さんが聞き入っていました。美空ひばりさんの「愛燦
燦」「川の流れのように」は会場の皆さんで一緒に歌いました。フェリスタスの皆様には、素晴ら
しい歌声を聞かせて下さいましてありがとうございました。

「音と香りの花束コンサート」公演

脚は踵から上げるよう意識
します。腰が反らないよう
お腹にも力を入れます。※
腰に痛みがある方は無理の
ない範囲で行いましょう。

四つん這いの状態から片足を伸ばし(写真③)、伸ばした
足を写真④の様に持ち上げます。お尻に力を入れ、頭から
足までが真っ直ぐになった
ら写真③の形に戻します。
片足が終わったら逆足も行
い、各10回×3セットを目
安に行いましょう。

Jヴィレッジフィットネスジムからのアドバイス！

おうちで楽々体操第15回 楽々シェイプ～臀部～楽々シェイプ～臀部～楽々シェイプ～臀部～

第５回いわきサンシャインマラソンの申し込みが始まりま
した！今回も私達Ｊヴィレッジスタッフは大会に参加しま
す(^o^)参加するにあたってオリジナルＴシャツも制作中で
す。私達と同じＴシャツを着て一緒に走りましょう！

ＪヴィレッジフィットネスジムからＪヴィレッジフィットネスジム　トレーナー
鈴木　崇寛
JATI-ATＩ、NSCA-CPT
ADI(エアロビックダンスエクササイズインストラクター）

今回はお尻の引き締めに効果的なトレーニングをご紹介します！これであなたもヒップアップ！

①寝ながらお尻エクササイズ！
方　　法

写真①の様に膝を曲げ、仰向けに寝ます。そこから腰を持ち上
げ片足を伸ばします(写真②)支えている側のお尻に力が入る
のを感じたら、写真①の形に
ゆっくり戻します。逆足も行い、
各10回×3セットを目安に行い
ましょう。

太ももの裏に力が入ってしまう
時は、踵を少しお尻側に近づけ
ましょう。腰を持ち上げた時、
肩と膝のラインは真っ直ぐにし
ます。(写真②)
※腰に痛みがある方は無理のな
い範囲で行いましょう。

ポイント

②簡単ヒップアップ！
方　　法

ポイント

写真① 写真③

写真④
写真②
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■お問い合わせ先：環境省福島環境再生事務所　仮置場担当　☎ 024－573－7437　浜通り南支所　☎ 0240－25－8993

除染廃棄物仮置場の管理について
　楢葉町に設置してある除染廃棄物仮置場について、以下の項目の点検及び管理を行っております。
●通常点検…週に１度、仮置場等の飛散防止措置、雨水等の進入防止措置、流出防止措置、立入制限措置、付帯設備
等について異常がないか確認を行います。

●異常気象時巡回…台風、豪雨、火災（近接箇所含む）、又は地震等により、仮置場の状態に変化が生じる恐れがあ
る場合に、異常がないか確認を行います。

●空間線量率測定…週に１度、仮置場１箇所当たり原則5地点（地上から１ｍ高さ位置）を測定します。
●地下水測定…月に１度、地下水の放射能濃度を測定します。
●浸出水測定…月に１度、もしくは集水タンクに水がたまっている場合に、放射能濃度を測定します。
一定以上の量の水がたまっている場合には適切な措置を講じ、その後、
排水作業を行います。

●温度測定…腐敗のおそれのある廃棄物について、週に１度、外気及
び内部温度を測定します。

●ガス濃度測定…腐敗のおそれのある廃棄物について、週に１度、一
酸化炭素（ＣＯ）濃度を測定します。

●環境整備…年に４回、草刈り、堆積物の除去、ロープ柵への付着物
の除去等の環境整備を行います。  例：大坂仮置場

測定日：8月1日/8日/15日/22日/29日　測定者：㈱環境総合テクノス

単位℃単位μSv/h

※現在、各行政区で建設中の仮置場については、完成次第記載させていただきます。

各仮置場の管理状況
点検項目
数値は平均値 通常点検、異常気象時巡回

地下水・浸出水測定、ガス濃度測定

空間線量率測定　測定箇所は上記図参照 除去物内部温度測定

地　区
大　坂
乙次郎

平均温度
24.5
25.9

異常なし
異常なし

①
0.22
0.29

②
0.20
0.25

③
0.20
0.21

④
0.21
0.26

⑤
0.20
0.19

検査結果（Bq/㎏） 摂取
基準

（Bq/kg）
CS134

測定値 検出限界
CS137

測定値 検出限界
合　　　計

CS134＋CS137 最　大
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

 30.4

8.6

11.7

3.4

9.7

1.9

14.1

13.3

8.1

3.3

3.3

11.5

3.4

区　　分
一 般 食 品
飲　料　水
牛　　　乳
乳児用食品

基 準 値
100 Bq/㎏
10 Bq/㎏
50 Bq/㎏
50 Bq/㎏

井出字浄光東

上小塙字地蔵堂

下繁岡字南代

上繁岡字奥海

大谷字名合沢

北田字上ノ原

木戸川取水関下

山田岡字大坂

上繁岡字下奥海

井出字除込

下小塙字広畑

北田字中満

下小塙字町

№ 測定日

8/19

8/19

8/19

8/21

8/21

8/23

8/26

8/27

8/28

8/29

9/2

9/3

9/4

茸（オリメキ）

味　噌

プルーン

井戸水

茄　子

井戸水

鮎

ブルーベリー

キゥイフルーツ

沢　水

井戸水

南　瓜

井戸水

396.0±73.5

ND

ND

ND

ND

2.7±1.9

34.0±8.3

ND

14.7±8.5

ND

ND

ND

ND

18.6

7.7

10.3

3.1

8.8

3.6

6.7

12.2

5.3

3.0

3.0

10.3

3.2

849.0±156.0

ＮＤ

12.6±10.3

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

67.4±14.0

ＮＤ

17.2±5.4

ＮＤ

ND

ＮＤ

ＮＤ

1417.5

ND

22.9

ND

ND

4.5

117.7

ND

42.0

ND

ND

ND

ND

100

100

100

10

100

10

100

100

100

10

10

100

10

1245.0±172.5

ND

12.6±10.3

ND

ND

2.7±1.8

101.4±16.3

ND

31.9±10.1

ND

ND

ND

ND

住　　　所 測　定　物

注）１．NDとは検出限界までの測定において「検出されない」の略。なお、青字は〔食品の基準値〕を上回っているもの。
２．検出限界とは、測定器にかける時間によっても異なるが、測定機器の性能上、測定できる限界の測定値をいう。
※国で定める摂取基準値により、測定機器にかける時間は測定物によって異なります。

【食品の基準値】（平成 24 年 4月 1日施行） 【食品放射能測定システムの結果の評価方法】 

●８月10日から９月９日まで検査を実施した食品等の放射能検査（※楢葉町公民館で測定した食品等）

■お問い合わせ先：放射線対策課　放射線管理係　☎ 0246－46－2551（内214）

■お問い合わせ先：双葉地方水道企業団　☎ 0240－25－5315
　　　　　　　　　〒979-0515　楢葉町大字上小塙字小山6-2

町で実施した自家消費食品等の放射能簡易検査を公表します水道水中における放射性物質のモニタリング検査結果

　放射性セシウムの評価を行う場合は、セシウム134とセシウム137
の放射能濃度を足して評価する必要があり、それぞれの放射能濃度
の足し算を行う場合は、下記の計算式で行います。
　測定値セシウム134がａ±ｂ、セシウム137がＡ±Ｂの場合の合計
値は、（ａ＋Ａ）±√（ｂ×ｂ＋Ｂ×Ｂ）となります。 

　双葉地方水道企業団では、福島県の「水道水の放射性物質モニタリング検査実施要領」に
基づき、週３回の検査を実施しております。その検査結果は以下のとおりです。

採水年月日
8月1日
8月4日
8月6日
8月8日
8月11日
8月13日
8月15日
8月18日
8月20日
8月22日
8月25日
8月27日
8月29日

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

ND ND ND

採水年月日
8月1日
8月4日
8月6日
8月8日
8月11日
8月13日
8月15日
8月18日
8月20日
8月22日
8月25日
8月27日
8月29日

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

ND ND ND

■採水場所：小山浄水場 
■水源：木戸川（ダム放流水）

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

－ 10

《参考》検査日現在の目標　　　　　　　　　　（単位：Bq/ ㎏）

■採水場所：北林配水池   
■水源：寺下・中川原水源池（浅井戸・伏流水）

測定機関：双葉地方水道企業団
分析装置：ゲルマニウム半導体検出器 
検査頻度：週3回（月、水、金曜日） 
測定方法：緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法
　　　　　(放射能測定マニュアル(文部科学省)) 

※検出下限値：放射性ヨウ素・放射性セシウムに関し、1Bq/㎏
※2013年８月29日時点で、全て検出下限値未満（ND)です。

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素
については、半減期が短く、国に平成23年７月15日
以降の検出報告がないことから、規制の対象から除
外されました。

内部被ばく検査のお知らせ
≪Jヴィレッジ敷地内のメディカルセンターで内部被ばく検査を実施しています。≫

●検査日時……月曜日～金曜日（年末年始、祝日を除く）
　　　　　　　10：00～15：00
●対象者………妊婦を除く15歳以上の楢葉町民
●費　用………無　料
●申し込み……予約制になります。
　　　　　　　前日までに下記番号までお電話ください。
　　　　　　【 ☎ 0246－38－6974　放射線対策課 】
　一年に一度は検査を受けるように心がけましょう！！
※常磐病院、ひらた中央病院でも検査を受ける事が出来ます。
　詳しくは放射線対策課までお問合わせください。

メディカルセンター
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測定実施日 測定時間 天気
今月測定値（地上１ｍ）

における
年間積算値（ｍSv）

測　定　箇　所
測定値（μSv/ｈ）

検出器 地上１ｍ
今月測定値 過去最大値 今月測定値 過去最大値

地上１㎝

8:57
9:00
9:05
9:07
9:17
9:20
9:35
9:40
9:43
9:47
9:52
9:55
10:00
10:04
10:11
10:17
10:22
10:29
10:32
10:37
11:10
11:17
11:25
11:28
11:30
11:33
11:37
11:40
11:44
11:47
12:30
12:33
12:36
12:40
12:46
12:52
12:55
13:00
13:05
13:08

13:13

13:21
13:27
13:30
13:35

９月５日

曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇

曇

曇
曇
曇
曇

NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI

NaI

NaI
NaI
NaI
NaI

0.35
0.29
0.34
0.29
0.25
0.29
0.30
0.24
0.24
0.46
0.31
0.32
0.30
0.68
2.17
0.40
0.45
0.33
0.27
0.51
0.61
0.56
0.28
0.16
0.25
0.15
0.31
0.22
0.27
0.15
0.44
0.78
0.45
0.84
0.41
0.36
0.35
0.46
0.31
0.24

0.51

0.29
0.22
0.24
0.24

1.18
0.82
1.55
1.12
1.56
1.10
－  
0.95
1.36
－  
1.69
1.51
－  
1.56
－  
1.76
1.67
1.85
1.00
－  
－  
2.53
0.78
0.40
0.91
0.44
1.03
0.61
0.81
0.38
2.77
2.87
1.85
1.95
1.52
1.89
1.37
1.51
1.28
1.36

－  

－  
1.21
1.05
0.32

0.37
0.22
0.42
0.23
0.24
0.23
0.33
0.22
0.22
0.51
0.30
0.28
0.32
0.74
3.58
0.44
0.34
0.45
0.18
0.35
0.58
0.71
0.35
0.14
0.36
0.14
0.35
0.31
0.29
0.14
0.46
0.94
0.28
1.05
0.46
0.29
0.28
0.51
0.34
0.18

0.51

0.32
0.22
0.17
0.28

1.76
0.55
2.34
0.85
1.85
0.82
－  
0.64
1.68
－  
1.76
1.39
－  
1.97
－  
2.48
1.31
2.40
0.73
－  
－  
2.95
1.15
0.30
1.18
0.34
1.28
0.60
1.02
0.30
3.45
3.65
1.33
2.33
1.85
2.74
1.05
2.06
1.52
1.90

－  

－  
1.81
1.60
0.44

1.84
1.52
1.79
1.52
1.31
1.52
1.58
1.26
1.26
2.42
1.63
1.68
1.58
3.57
11.41
2.10
2.37
1.73
1.42
2.68
3.21
2.94
1.47
0.84
1.31
0.79
1.63
1.16
1.42
0.79
2.31
4.10
2.37
4.42
2.15
1.89
1.84
2.42
1.63
1.26

2.68

1.52
1.16
1.26
1.26

萩平地区集会所（駐車場）
萩平地区集会所（玄関前）
浄光西地区集会所（駐車場）
浄光西地区集会所（玄関前）
下繁岡地区集会所（駐車場）
下繁岡地区集会所（玄関前）
[参考]下繁岡地区除染仮置場（搬入口前）
営団地区集会所（玄関前）
営団地区集会所（駐車場）
[参考]営団地区除染仮置場（搬入口前）
波倉地区集会所（駐車場）
波倉地区集会所（玄関前）
[参考]波倉地区除染仮置場（搬入口前）
ぼらぐち（自宅門扉前）（駐車場）
[参考]鞍掛山（山頂付近）
才連地区集会所（駐車場）
才連地区集会所（玄関前）
繁岡地区集会所（駐車場）
繁岡地区集会所（玄関前）
[参考]繁岡地区除染仮置場（搬入口前）
[参考]上繁岡地区除染仮置場（搬入口前）
地福院前（道路）
楢葉町福祉会館（駐車場）
楢葉町福祉会館（玄関前）
楢葉町公民館（駐車場）
楢葉町公民館（玄関前）
楢葉町コミュティセンター（ロータリー）
楢葉町コミュティセンター（玄関前）
楢葉町役場（駐車場）
楢葉町役場（玄関前）
楢葉町消防団第５分団２部頓所前
上繁岡地区集会所（駐車場）
上繁岡地区集会所（玄関前）
塩貝の大カヤ（駐車場）
所布橋
松館地区集会所（駐車場）
松館地区集会所（玄関前）
墓地公園（入口前） 
旭ヶ丘地区集会所（駐車場）
旭ヶ丘地区集会所（玄関前）
[参考]松館・旭ケ丘地区除染仮置場
（搬入口前）
[参考]大谷地区除染仮置場（搬入口前）
大谷地区集会所（駐車場）
大谷地区集会所（玄関前）
総合グラウンド（ロータリー）

≪楢葉町公共施設等モニタリ ング調査実施結果（９月実施分）≫
（１）調査期間　平成25年９月５日、６日の計２日間

（２）測 定 器　NaIシンチレーションサーベイメータ（空間放射線量率測定用サーベイメータ）を使用

（３）測定方法　地表面から高さ１ｍ及び高さ１㎝の空間線量率を測定（測定は放射線対策課職員が実施）
測定器を水平に保ち、約30秒ほど経過させて測定値が安定したことを確認し、10秒ごとに
測定値を５回読み取り、その平均値を記載する（県指定測定方法に基づき実施）

【写真:9月5日9時7分　浄光西地区集会所(玄関前)】 　　【写真:9月6日8時59分　大坂地区集会所(玄関前)】

（４）測定結果
　各地区集会所等を対象とし、測定実施日２日間で125箇所を測定した結果、参考箇所を除き、最も高い測定
値として地上１ｍは塩貝の大カヤ（駐車場）にて0.84μSv/ｈ、地上１㎝も塩貝の大カヤ（駐車場）にて1.05
μSv/ｈが測定されました。地上１ｍ測定値にて※年間積算値を計算すると、最も高い測定値であった塩貝の
大カヤ（駐車場）では4.42ｍSvとなります。詳細は以下のとおりです。
※年間積算値は、原子力委員会が試算した際の推計方法である屋外滞在８時間と屋内滞在16時間における木
造家屋の低減効果0.4を考慮して推計する方法を採用しました。
　また、今後も参考として森林を含めた除染対象区域外及び各地区仮置場周辺においても測定を継続してい
きます。

0.84μSv/h×８時間　＜屋外（８時間）積算線量：6.72μSv＞
＋0.84μSv/h×16時間×0.4　＜屋内（16時間）積算線量：5.376μSv＞
＝12.096μSv　＜１日当り積算線量＞

12.096μSv ＜１日当り積算線量＞×365日
＝4,415.04μSv＝年間　4.42ｍSv

年間積算線量計算方式　
例）塩貝の大カヤ（駐車場）１ｍ平均値0.84μSv/ｈの場合

１日当りの積算線量

１年当りの積算線量

※町内においてホットスポットのような高線量が測定される地点が存在する可能性がありますので、
町で貸出している線量計等を活用して、線量が高い所へは出来るだけ近寄らないようにしてください。
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測定実施日 測定時間 天気
今月測定値（地上１ｍ）

における
年間積算値（ｍSv）

測　定　箇　所
測定値（μSv/ｈ）

検出器 地上１ｍ
今月測定値 過去最大値 今月測定値 過去最大値

地上１㎝

10:14
10:23
10:30
10:32
10:50
10:52
10:55
10:58
11:04
11:07
11:10
11:18
11:20
11:24
11:26
11:30
11:33
11:38
11:40
11:45
11:47
11:51
13:05

13:20

13:35
13:41
13:44
13:51
13:56
14:03
14:06
14:13
14:16
14:19

９月６日

曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇

曇

曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇

NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI

NaI

NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI

0.42
0.27
0.33
0.19
0.16
0.11
0.09
0.13
0.15
0.18
0.15
0.29
0.25
0.25
0.23
0.22
0.19
0.23
0.16
0.23
0.25
0.19
1.70

0.30

0.23
0.22
0.15
0.27
0.20
0.25
0.30
0.48
0.27
0.15

1.32
0.69
1.10
0.81
0.59
0.31
0.74
0.78
0.55
0.60
0.42
0.63
0.52
0.55
0.48
0.59
0.44
0.69
0.48
0.59
0.55
0.46
－  

－  

0.53
0.57
0.69
0.77
0.47
0.82
0.55
0.74
0.71
0.31

0.43
0.31
0.34
0.17
0.18
0.11
0.08
0.12
0.19
0.23
0.15
0.26
0.21
0.30
0.19
0.26
0.16
0.24
0.15
0.27
0.24
0.21
2.29

0.22

0.22
0.22
0.16
0.31
0.19
0.22
0.20
0.38
0.26
0.12

1.72
0.94
1.37
0.64
0.74
0.30
0.88
0.94
0.76
0.78
0.43
0.58
0.44
0.73
0.38
0.79
0.39
0.87
0.49
0.73
0.46
0.60
－ 

－ 

0.59
0.92
1.04
0.96
0.46
0.79
0.47
0.67
0.77
0.25

2.21
1.42
1.73
1.00
0.84
0.58
0.47
0.68
0.79
0.95
0.79
1.52
1.31
1.31
1.21
1.16
1.00
1.21
0.84
1.21
1.31
1.00
8.94

1.58

1.21
1.16
0.79
1.42
1.05
1.31
1.58
2.52
1.42
0.79

夫太郎付近（道路）
長瀞橋
上小塙地区集会所（駐車場）
上小塙地区集会所（玄関前）
楢葉南小学校（校門）
楢葉南小学校（昇降口）
楢葉南小学校（校庭）
楢葉南小学校（鉄棒前）
南地区楢葉町児童館（道路）
下小塙地区集会所（駐車場）
下小塙地区集会所（玄関前）
佐野地区集会所（駐車場）
佐野地区集会所（玄関前）
後沢地区集会所（駐車場）
後沢地区集会所（玄関前）
名古谷地区集会所（駐車場）
名古谷地区集会所（玄関前）
山田岡地区集会所（駐車場）
山田岡地区集会所（玄関前）
木戸駅（駐車場）
木戸駅（入口前）
木戸郵便局前（道路） 
[参考]上繁岡字下奥海地内（雑種地）
[参考]上小塙・下小塙地区除染仮置場
（搬入口前）
南地区浄化センター
山田浜地区集会所（駐車場）
山田浜地区集会所（玄関前）
道の駅ならは（駐車場）
道の駅ならは（玄関前）
楢葉南工業団地内研修センター（駐車場）
楢葉南工業団地内研修センター（玄関前）
Ｊヴィレッジ （進入路）
Ｊヴィレッジ（ロータリー）
Ｊヴィレッジ（玄関前）
向ノ内地区集会所（駐車場）
向ノ内地区集会所（玄関前）
岩沢海水浴場（駐車場）
前原地区集会所（駐車場）
前原地区集会所（玄関前）

測定実施日 測定時間 天気
今月測定値（地上１ｍ）

における
年間積算値（ｍSv）

測　定　箇　所
測定値（μSv/ｈ）

検出器 地上１ｍ
今月測定値 過去最大値 今月測定値 過去最大値

地上１㎝

13:40
13:43
13:47
13:49
13:51
13:55
13:57
14:02
14:04
14:11
14:15
14:19
14:21
14:24
14:29
14:31
14:34
14:40
14:45
14:51
14:53
14:58
15:00
15:07
15:13
15:16
15:19
15:22
15:29
15:31
15:35
15:37
8:57
8:59
9:04
9:10
9:13
9:18
9:31
9:35
9:37
9:43
9:48
9:55
9:57
10:05

８月５日

９月６日

曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇
曇

NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI
NaI

0.46
0.25
0.35
0.16
0.30
0.34
0.29
0.19
0.16
0.49
0.39
0.39
0.47
0.30
0.32
0.33
0.32
0.20
0.34
0.31
0.23
0.21
0.23
0.48
0.35
0.17
0.13
0.10
0.16
0.16
0.17
0.16
0.26
0.24
0.39
0.42
0.41
0.35
0.43
0.20
0.16
0.29
0.19
0.24
0.15
0.23

1.15
0.62
0.75
0.31
0.62
0.79
0.62
0.77
0.60
1.13
1.11
1.16
1.16
1.14
0.83
0.73
0.71
1.14
0.92
0.81
0.67
0.80
0.64
1.00
0.82
0.45
0.87
0.92
0.79
0.54
0.64
0.63
0.98
0.79
－  
0.97
1.10
－  
－  
0.99
0.50
1.04
0.66
0.67
0.42
－  

0.47
0.22
0.38
0.16
0.22
0.44
0.21
0.23
0.17
0.59
0.36
0.36
0.43
0.30
0.41
0.27
0.36
0.17
0.31
0.33
0.23
0.22
0.20
0.53
0.43
0.17
0.11
0.10
0.16
0.14
0.16
0.15
0.26
0.19
0.46
0.37
0.37
0.38
0.33
0.21
0.15
0.31
0.20
0.21
0.12
0.20

1.23
0.53
0.94
0.34
0.52
1.11
0.48
1.11
0.63
1.48
1.20
1.30
1.36
1.33
1.07
0.62
0.87
1.33
1.14
0.98
0.68
1.04
0.47
1.14
0.98
0.44
1.03
0.99
1.00
0.39
0.68
0.44
1.11
0.91
－  
1.14
1.15
－  
－  
1.05
0.41
1.36
0.93
0.72
0.36
－  

2.42
1.31
1.84
0.84
1.58
1.79
1.52
1.00
0.84
2.58
2.05
2.05
2.47
1.58
1.68
1.73
1.68
1.05
1.79
1.63
1.21
1.10
1.21
2.52
1.84
0.89
0.68
0.53
0.84
0.84
0.89
0.84
1.37
1.26
2.05
2.21
2.15
1.84
2.26
1.05
0.84
1.52
1.00
1.26
0.79
1.21

楢葉中学校（校門）
楢葉中学校（東側昇降口前）
楢葉中学校武道館（駐車場）
楢葉中学校武道館（玄関前）
楢葉中学校寄宿舎（玄関前）
鐘突堂地区集会所（道路）
鐘突堂地区集会所（玄関前）
上井出地区集会所（駐車場）
上井出地区集会所（玄関前）
北地区楢葉町児童館前（道路）
楢葉北小学校（校門）
楢葉北小学校（校庭）
楢葉北小学校（鉄棒前）
楢葉北小学校（東側昇降口前）
竜田駅（駐車場）
竜田駅（入口前）
楢葉郵便局前（道路）
赤粉団地（公園）
北地区浄化センター（門前）
下井出地区集会所（駐車場）
下井出地区集会所（玄関前）
しおかぜ荘（駐車場）
しおかぜ荘（玄関前）
天神岬スポーツ公園内（芝生）
こども園（園門）
こども園（昇降口）
こども園（ブランコ前）
こども園（園庭）
北田地区集会所（駐車場）
北田地区集会所（玄関前）
木戸川漁協（駐車場）
木戸川漁協（玄関前）
大坂地区集会所（駐車場）
大坂地区集会所（玄関前）
[参考]大坂地区除染仮置場（搬入口前）
樅木下地区集会所（駐車場）
樅木下地区集会所（玄関前）
[参考]樅木下地区除染仮置場（搬入口前）
[参考]女平地区除染仮置場（搬入口前）
女平地区集会所（駐車場）
女平地区集会所（玄関前）
大瀧神社（駐車場）
木戸ダム（中央公園駐車場）
乙次郎地区集会所（駐車場）
乙次郎地区集会所（玄関前）
[参考]乙次郎地区除染仮置場（搬入口前）

除染作業中のため測定不可能
除染作業中のため測定不可能
除染作業中のため測定不可能
除染作業中のため測定不可能
除染作業中のため測定不可能

≪楢葉町公共施設等モニタリ ング調査実施結果（９月実施分）≫

（５）次回測定　10月中に実施し、測定結果は来月号の広報誌と同時公表

　■お問い合わせ先：放射線対策課　放射線管理係　☎ 0246－46－2551（内214）

33 34


